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株式会社イニシアチブ・パートナーズ　代表取締役　川口 雅裕

■人材・組織マネジメントの視点から
コンプライアンスの重要性が叫ばれて久しい。とこ

ろが，不正・不祥事・スキャンダルを起こし，批判や
糾弾を浴びるような事例は一向に減る気配がない。コ
ンプライアンスの講演や研修を行っている身としては，
格好の素材が次から次へと出てくる実感を持っている。
社会が企業に向ける目が厳しくなってきていることも
あるだろうが，それだけが原因とは思えない。また，
向けられる目の厳しさ，求められる行動のレベルの高
さに対応していかねばならないのも現実だ。
コンプライアンスが実現できない，実践できない理

由は，その取り組み方にあるというのが私の考えだ。
たとえれば，子供が悪さをしないように監視をし，ル
ール遵守を求める学校の先生のような取り組み方が，
効果的でなかったということだ。コンプライアンスを
単に「法令遵守」と捉えている限り，その実現は覚束
ない。いくら熱心に取り組んだとしても現状を見てみ
れば，そろそろそう結論づけるべき時期だと思う。
本稿では，人事部が組織や人材のマネジメントを通

してコンプライアンスの実現を主導していく，という
新たなコンプライアンスへの取り組み方について解説
した。読者の皆様の参考になれば幸いである。

１. 人事部が主導すべきコンプライアンスの捉え方
１-１ コンプライアンスの三層構造

１-２ ルールや手続きの強化は有効か

１-３ 法令遵守から社会適合性へ

２. コンプライアンス実現へ人事部の取り組み
２-１ コミュニケーションの活性化

２-２ コンプライアンス教育におけるポイント

２-３ 人材と能力の多様化

２-４ 合理的な目標設定と評価・処遇

２-５ 企業理念や行動規範の理解と浸透

２-６ メンタルヘルスへの積極的取り組み

２-７ 従業員ロイヤルティの向上

３. コンプライアンス浸透へ人事部の課題
３-１ 従業員の意欲と時間を奪ってはいけない

３-２ 組織風土に着目する

３-３ コンプライアンスの実現は人事部次第
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